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ERM（全社的リスク管理）研修
サービスのご紹介



会社概要

一般社団法人日本CISO協会（理事・事務局）
日本シーサート協議会
日本カード情報セキュリティー協議会（運営委員）
PCI DSS認証審査機関

所属団体など

株式会社 GRCS
労働者派遣事業（派13-311240）
有料職業紹介事業（13ｰユｰ301890）

会社名

2005年3月設立 1億8,700万円 (2020年3月25日現在)資本金

テクノロジーデシンプルニ 〜Tech Made Simple. 〜ビジョン

代表取締役社⻑ 佐々木慈和（よしかず）
南カリフォルニア大学コンピューターサイエンス学科を卒業後、日本ヒューレッ
ト・パッカード社へ入社。セキュリティコンサルティング業務へ従事。 2005年3
月にFrontier X Frontier株式会社を創業し、代表取締役社⻑兼CEOに就任。2018
年3月に商号変更。

取締役 兼 CTO／塚本拓也 取締役 兼 CCO／田中郁恵
社外取締役 ／久保惠一 常勤監査役／大泉浩志

役員構成

87名 (2019年11月末時点。
役員・アルバイト含む)従業員数
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全社的リスク管理とその必要性
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グローバル化や社会情勢の変化
や災害発生、最近では内部不正
や品質問題など、企業は多種多
様なリスクを抱えるようになっ
てきています。

全社的リスク管理（ERM：Enterprise Risk Management）とは、
・組織全体を対象にリスクを認識・評価し
・残余リスクの最小化を図るために、
・重要リスクの対応に優先的にリソースを配分し、
・継続的にリスク管理体制を強化していく一連のプロセス です。

企業成⻑を持続させつつ、取引先・
顧客、株主などのステークホルダー
に対する責任を果たすために、様々
な粒度でいろいろな分野に潜むリス
クを管理する必要があります。
（会社法、有価証券報告書 etc）



全社的リスク管理のガイドライン
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全社的リスク管理において、中心的ガイドラインとしてISO31000とCOSOの２つ
があり、改訂が続けられています。

ISO31000 Risk Management Principles and Guidelines
2009年にISOによって発行されたリスクマネジメント規格
既存のマネジメントサイクルの中にリスクマネジメントの考え方を取り込むこと
を推奨
2018年に改訂

COSO-ERM
米国組織COSOにより2004年に発行されたERMのフレームワーク
戦略策定や事業目標達成の実現に向けて必須とされる５つの原則と、23の
具体的要素を提示
2017年に改訂



グローバルにおけるリスクマネジメントの重要性
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順位 2020年 2019年 2018年

1 異常気象 異常気象 異常気象

2
気候変動の緩
和や適応への

失敗

気候変動の緩
和や適応への

失敗
自然災害

3 自然災害 自然災害 サイバー
攻撃

4 生物多様性
の喪失

データの不正
利⽤または窃

盗

データの不正
利⽤または窃

盗

5 人為的環境
災害

サイバー
攻撃

気候変動の緩
和や適応への

失敗

2020年
COVID19流行の影響が世界
的なリスクに…

グローバル化に伴い、世界の発展に影響を及ぼすであろうリ
スクとそれらへの対応が重要視されています。

発生可能性の高い上位リスク

出所）World Economic Forum Global 「The Global Risks Report 2020」
http://www3.weforum.org/docs/WEF_Global_Risk_Report_2020.pdf

↑発生時の影響

→発生可能性



国内における全社的リスクマネジメントの重要性
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「企業内容等の開示に関する内閣府令の一部を改正する内
閣府令」で、企業に対して以下について有価証券報告書に
記載するよう定めている
• 「経営者が・・・重要な影響を与える可能性があると認識している

主要なリスク」
• 「リスクが顕在化する可能性の程度や時期」
• 「リスクが顕在化した場合に・・・与える影響」
• 「リスクへの対応策」
• 「リスクの重要性や経営方針・経営戦略等との関連性の程度を考

慮」
※リスク情報の開示については20203月31日以後終了する年度の有報から適用

➡企業は、投資家が正しく企業評価を行うために必
要な情報を提供することを求められている



有報におけるリスク情報の開示例
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金融庁Webサイト 「事業等のリスク」の開示例
https://www.fsa.go.jp/news/r1/20191220/02_2.pdf



このようなお悩みはありませんか？
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経営層のお悩み
リスクマネジメントが重要なのは理解
しているが何から手を付けたらよいか

わからない…

リスクマネジメントが現場任せになっ
てしまっている…

現場のお悩み
リスクマネジメントについて体系的に

学んだことがない…

指示されたままリスクマネジメントサ
イクルを回しているが、形骸化してい

て効果が感じられない…



本研修サービスの概要
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• 経営層（CxO)/現場（マネージャ等）の両方

対象（受講者）

• リスクマネジメントの基本的な考え方から実際の
全社的リスクマネジメントサイクルまで、体系的
な知識を学ぶ

目的



GRCSのERM研修の強み
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ご要望に応じてカスタマイズ可能

豊富な実績を持つ講師による演習と講義

研修後のフォローアップ（Q&A）も対応

ERMクラウドアプリケーションの導入を前提とし
た研修にも対応



研修カリキュラム例
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・現場メンバー向け、実施時間4時間の場合

時間 項目 概要 進め方

15:00〜15:05 研修概要 説明 開講挨拶・講師自己紹介
本研修の進め方について説明 講義

15:05〜16:00
１.基本概念の理解 国際標準規格に照らしたリスク管理の原則を学習

する
講義
Q＆A

２.業務リスクの理解 自部門業務への応用を目指し,業務リスクを学習
する

講義
Q＆A

16:00〜16:15 休憩

16:15〜17:15 ３.演習
グループ討議,リスクマップ作成,管理策の立案,計
画化・定着化の手順・方法への応用を目指した
模擬試行を実践する

グループ
ワーク

17:15〜18:30 ４.全社リスクの理解 顧客理解の最初の一歩,自社の全社リスクを学習
する

講義
Q＆A

18:30〜19:00 ５.質疑応答 講義
Q＆A



研修テキスト例
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・ITサービス事業 従業者向けリスクマネジメント研修の場合



全社リスク管理クラウドアプリケーション
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リスク情報を経営の意思決定に生かす統合
クラウドアプリケーション

ISO31000:2018
リスクマネジメント規格対応



研修実施までのステップと費用
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お客様ヒアリング＆研
修方針決定

• 研修内容が固まりま
したらお⾒積書をお
送りします。

カリキュラムカスタマ
イズ＆事前準備

• 講師が研修準備を⾏
います。

研修実施

• 研修実施後、ご請求
書をお送りします。

費用：応相談



www.grcs.co.jp


